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整形外科が対象とする運動器（骨、軟骨、筋、腱、靭帯、神経）の機能が障害された場合
に、どのようなプロセスで回復に向かうのかについて、組織レベルから細胞・分子レベルま
で、骨形態計測学、免疫組織化学、細胞培養、flow cytometry、RT-PCRなどの手法を用
いた演習を通じて理解する。

 ● 評価方法

 ● 参考文献 演習の中で必要に応じ紹介する。

検討会での討論40％・発表30％・レポート等30％で総合評価する。

RT-PCRの手法を運動器から単離した遺伝子に応用することができる。

得られた実験結果の意義を論じることができる。

得られた実験結果の問題点を論じることができる。
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骨形態計測学の手法を採取した骨組織に応用することができる。

免疫組織化学の手法を採取した運動器の組織に応用することができる。

細胞培養の手法を運動器から単離した細胞に応用することができる。

flow cytometryの手法を骨髄細胞に応用することができる。


